
１１月３０日 

ローマ 10:4 キリストが律法を終わらせられたので、信じる人はみな義と認め

られるのです。 

 

べ っ く さ ん ： ロ ー マ 書 の 学 び ー ２ ２   「 義 に 対 す る 態 度 」

https://youtu.be/vF_AZaPxF6k 

 

 

・悔い改めとイエスさまへの信仰を通して、だれでも救われる。 

 

・イスラエルの民は律法の行いによって義とされようとして罪に定められたが、

愛なる神は、終わりにおいて彼らをも救いへと導かれる。 

 

・義とされ、救われる道には、律法による自己義認と、神の恵みによる神の義

という二つがある。 

 

・しかし、自分の力や行いによって神の前に義とされる者は、だれ一人として

いない。 

 

・真の熱心さは、自分の力によるのではなく、神の恵みと愛によって与えられ

る力によってこそ、実を結ぶ。 

 

・神による義、すなわち信仰による義は、恵みによって、神への信頼と信仰を

通して与えられる。 

 

・自らの罪を認める者は、本来、肉においては死に定められているが、その代

わりにイエスさまが十字架で死なれたことにより、義とされ、永遠のいのち

を与えられる。 

 

・主は、正しい道である信仰の道を選ぶようにと、私たちを導いておられる。 

 

・悔い改めを伴わない信仰は、主なる神の福音とは言えない。 


